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バーチャルウォークで 

奥州街道竜飛岬までー6 

平野 武宏 

 

寅次郎、下野国（現在の栃木県）宇都宮宿から、さらに北に進み、奥州街道終

点の陸奥國（現在の青森県）の三厩（みんまや）宿、そして津軽半島最北端の竜

飛岬までの長いバーチャルウォークに挑戦しています。 

バーチャルウォークとは毎日の散歩などで歩いた距離をコースシートの 2km

単位で進んでゴールを目指します。コースシートはＨＰのＹＲ・四季の道をご

覧ください。 

奥州街道竜飛岬までのバーチャルウォークは 2020 年 12月～2021 年 8 月に歩

いて、寅さん歩 352東京の博物館めぐり-39～寅さん歩 373谷端川の流れを歩く

ｰ 5の内で経過のみを報告しました。今回は各宿場を紹介しながら歩きます。 

徳川家康が整備して幕府が直轄した「五街道」の奥州道中（奥州街道）は日本

橋から白河宿までで、白河宿から北の奥州街道は幕府の勘定奉行が管理し、各

藩が支配しました。白河宿より北の各宿場については参考文献が少なくネット

などで調べた情報です。写真は無料画像を使用します。 

前回は越河宿から増田宿まで歩きました。今回は中田宿から高清水宿まで歩

きます。 

 

[中田宿] 宮城県仙台市太白区    最寄駅 ＪＲ東北本線 南仙台駅 

 

2024年 12月 10日中田（なかだ）宿 

（日本橋から 358km）に到着しまし 

た。中田宿は仙台城下整備に伴って 

作られました。名取川が川留めになる 

と賑わう宿場でした。 

写真右は現在の町並みです。 

 

 



[長町宿]  宮城県仙台市太白区    最寄駅 ＪＲ東北本線 長町駅 

 

2024年 12月 11日長町（ながまち）宿 

（日本橋から 360km）に到着しました。 

 長町宿は仙台城や城下町で使われる木材 

 の集積地の一つでした。町並みは都市化が 

進み、昔の面影はありません。 

写真右は現在の町並みです。 

 

 

 

[仙台宿]  宮城県仙台市青葉区     最寄駅 ＪＲ東北本線 仙台駅 

 

2024年 12月 12日仙台宿（日本橋から 366km）に到着しました。 

仙台宿は仙台城下の奥州街道一大宿場で政治・経済・交通の中心地として大 

変栄えました。仙台城（写真下左）は 1601 年（慶長 6 年）伊達政宗（写真下 

右）が築城、以来伊達家の居城でした。第二次大戦の仙台空襲で焼失、二の丸 

跡はアメリカ陸軍が進駐、返還後は東北大学の川内キャンパスになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[七北田宿]  宮城県仙台市泉区 最寄駅 仙台市地下鉄南北線 泉中央駅 

 

2024年 12月 14日七北田（ななきた）宿（日本橋から 374km）に到着しました。 

七北田宿は仙台から北上して最初に立ち寄る宿場で 1636 年（寛永 13 年）伊達

政宗により開かれ、整備されました。 



七北田という名は源頼朝が奥州合戦 

でこの地区を通った時に設置した宿 

で、後からその名が付けられたと記 

されています。室町時代にこの辺り 

に勢力もった大崎氏が北に七つの村 

が見える「田丁（田と集落）」なので 

七北田村と名付けたと江戸時代の 

記録があるそうです。 

 

[富谷宿] 宮城県富谷市    最寄駅 仙台市地下鉄南北線 泉中央駅 

 

2025年 12月 17日富谷（とみや）宿 

（日本橋から 384km）に到着しました。 

富谷宿は現在の仙台市と富谷市の境に 

あり、富谷新町宿とも呼ばれた。 

かつては宿場一帯が茶の産地で、富谷 

茶として知られました。 

写真右は現在の町並みです。 

 

 

[吉岡宿]  宮城県黒川郡大和町 最寄駅 仙台市地下鉄南北線 泉中央駅     

 

2024年 12月 18日吉岡宿（日本橋から 

390km）に到着しました。 

江戸時代初期に伊達政宗三男の伊達宗清 

が吉岡城を築城、城下町として吉岡宿を 

整備した。出羽街道、松島道が分岐する 

交通の要衝で仙台以北の規模の大きな 

宿場で黒川地方の中心として栄えた。 

江戸中期の財政難で苦しむ宿場を映画化 

した「殿 利息でござる！」の舞台は 

ここ吉岡宿です。 

 

 



[三本木宿] 宮城県大崎市  最寄駅 JＲ 陸羽東線 古川駅 

 

2024年 12月 21日三本木（さんぽんぎ）宿 

（日本橋から 402km）に到着しました。 

三本木宿は鳴瀬川を挟んで南側が南町、 

北側が北町と呼ばれた。鳴瀬川の舟運の拠点 

として栄えた、北町には本陣があった。 

写真右は現在の町並みです。 

 

 

 

[古川宿]  宮城県大崎市    最寄駅 JＲ 東北新幹線 古川駅 

JＲ 陸羽東線 古川駅 

 

2045年 12月 23日古川宿（日本橋から 408km）に到着しました。 

古川宿は商業経済の中心地です。古川城は室町時代に大崎氏が築城、居城と 

しました。その後大崎氏の家臣 古川氏が城主となりました。古川氏は伊達 

氏に破れています。古川市は町村合併で大崎市になりました。 

写真下左は現在の街並みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古川の名物を調べたら「ママも喜ぶ パパ好み」（写真上右）がありました。 

地場の素材（米）を使った米菓です。ネーミングが気に入った寅次郎でした。 

 

[荒谷宿]  宮城県大崎市    最寄駅  JＲ 東北新幹線 古川駅 

JＲ 陸羽東線 古川駅 



2024年 12月 27日荒谷宿 

（日本橋から 414km）に到着 

しました。 

旅館が一軒あっただけの小規模 

の宿場だったそうだ。 

 写真右は現在の町並みです。 

 

 

 

[高清水宿] 宮城県栗原市  最寄駅 JＲ 東北新幹線 くりこま高原駅 

  

2024年 12月 28日高清水（たかしみず）宿（日本橋から 420km）に 

到着しました。高清水の地名は高台の地に清水が湧いていたことに 

由来し、古くから湧き水は有名な地でした。写真下は現在の街並み 

です。栗原市は 2005年（平成 17年）4月旧栗原郡 10 町村が合併して 

誕生の宮城県最大の面積を持つ地方自治体です。 

奥州街道宿の高清水宿から有壁宿まで 6宿が栗原市にあります。 

写真下は現在の町並みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回はここまでとします。 

 

平野 寅次郎 拝 

     


